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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第３回昇格試験を実施予定。添付された受験者リストを確認し、ＳＧＭ、ＴＯＬにお申し込むこと。
試験日程： ２月２日(月)～２月４日(水)
場　　所： メンタルケア病棟３階会議室（予定）
試験時間： １７：３０～１８：３０（６０分）
申込期限： １月１９日（月）～２６日（月）ＰＭ１７：００まで
試験対象：中級試験受験資格者

・発熱、体調不調者が多い為、バイタルサインの確認、体調確認を行いましょう。

＜青明舎登録者情報＞

・高柳　和子　様～本人よりストーブの不具合を訴える電話があり、自宅アパートへ訪問し、ストーブの状態を青明舎スタッフが確認している。調べてみると電気系統の故障である為、一度販売会社に連絡をとって修理依頼をしたほうが良い事説明しているとの事。翌日はデイケアを休んだ方がいいか尋ねられるため、通常どおり通所し、販売会社に連絡をとって、業者が自宅に修理しに来られるのであれば、その旨デイケア職員へ説明してみるよう伝えると「わかりました。弟に買ってもらったものなので、弟にも連絡してみます。」と返答しているとの事。
・大久保　恒夫様～3ヶ月間程、青明舎訪問時に金銭管理をしてほしいと本人より希望あり。青明舎スタッフより了承したことを伝えている。
・高柳　和子　様～定期訪問実施。ストーブは修理せずに新しいものを購入することにしたため、「部屋が寒くてすみません。」と青明舎スタッフを気遣っている。業者が来てストーブを見てくれたが、修理するよりも買った方が早いし修理代も購入するのと同じくらいかかると言われたとのこと。弟に連絡すると、ストーブを買ってくれるとのことで、電気屋を見てまわってくることを言われたと話している。安心している様子だが、弟が購入してアパートに来るまでは時間がかかるので、「それまではコタツで我慢です。早めに寝ようかな、とも思っていて･･･」と苦笑している。食事睡眠はいつも通りであるとのこと。ガステーブルも調子が悪いと思っていたら電池切れだったとのことで、電化製品の不調が続くと不安になると話している。また、業者への電話が緊張したとのこと。あらかじめ話す内容をメモして電話したということで、工夫されたことを評価しているとの事。
・大久保　恒夫様～最近、亡くなった両親の夢をみる回数が多いため、自分もあと数年で死ぬのではないかと思っていると、青明舎スタッフへ話しているとの事。死ぬのはいいが、残された妻（律子様）が心配であるため青明舎で面倒を見てほしいと話す。青明舎の支援は今後も続けていくことを伝えている。また、本人から妻へ料理や金銭管理など生活技術を教えていく必要性もあることを説明すると「料理は、今、律ちゃん（妻）がほとんどやっている。ただ、お金のやりくりはまだまだだ。だから、お金のやりくりは教えていく」と答えているとの事。

・清水　秋男　様～定期訪問実施。左瞼に出来物があるが、痛くも痒くもないとのこと。少し様子をみて良くならないようであれば病院に行くようにデイナイトケアスタッフより言われていると話している。青明舎スタッフより、皮膚を清潔に保つよう伝えているとの事。

生活状況について確認すると、リサイクルショップからミキサーを850円で購入したため、毎日、人参２分１本をミキサーにかけジュースとして飲んでいるとのこと。また、寒さのせいでズボラになってきたとのことで、掃除は2週間に1回程度、入浴は週2～3回、下着の交換は3日置き、下着以外の衣類は5日置きに交換し洗濯しているという。以前、デイナイトケアスタッフより体臭がすると情報提供があったため、本人へ年を重ねてくると加齢臭が出やすくなるため衣類の交換はまめに行う必要があることを説明している。本人は「そうですか。わかりました。俺は鼻が悪いから感じないけれどね」と話している。

仕事については「これから雪かきとか多くなると思う。いつまで働けるかわからないけど頑張っていきたい」と話しているとの事。
・平　　京子　様～定期訪問している。部屋はきれいに保たれ、整理整頓ができている。電気ストーブで暖をとっている。先週の血液検査の結果が良かったと話している。食事には気をつけているが、最近味噌汁に豆腐を入れたりなどして豆腐を食べるようになったとのこと。工夫されていることを評価している。風邪なども引くことなく過ごせている。やりくりも大丈夫と話し、正月の時期でも無駄使いなどはしなかったとのこと。いつもは土曜日に買い物をして日曜日に休んでいるが、今週末は土日ともに家でゆっくりするとのこと。明日は桔梗野の実家へ様子を見にいくと話している。朝に発ち、昼には戻ってこられるとのこと。気をつけて行くよう声掛けしている。他に困ったことは特にないとのことで訪問を終えている。
・前野　義勝　様～定期訪問実施。体調を聞くと、首の痛みについて話している。仕事をしたり日常生活でも動かすところであるのでなかなか治らないとのこと。うみねこ幸房でも仕事のやり方について相談しているとのことで、相談できていることの評価を伝えている。薬について、次回の処方からユーパン（ロラゼパム）を戻してもらうと話している。処方薬を調整している中で、ユーパンは自分に必要だと思い、次の処方から以前の量を処方してもらうように主治医に言うつもりだとのこと。ユーパンでなければ別の薬を減らしてみるか主治医からの提案もあったそうだが、今安定しているので、薬の調整には不安があると話している。（次の受診は1/22）青南病院からの薬のほかに根城内科から漢方薬を飲んでいるとのこと。22日の受診にその漢方薬を飲んでいることを主治医に報告するよう伝えている。首の痛みからナイトケアを休んで早く帰りたいと考えているらしく自分の身体の状態を見ながらスタッフに相談するよう青明舎スタッフより伝えている。訪問中に電話があり、「森田さんと出掛けることになりました。」と話し、友人との交流もある様子との事。

＜利用者情報＞

・田名部　浩平様～本日15時､生活訓練施設｢青山荘｣職員より情報提供がある。今朝､38.4℃の発熱が認められ､内科を受診。インフルエンザ検査を実施し､陰性との結果だが､タミフル5日分処方されている。同施設にて隔絶対応を実施しており､万が一を考慮して今週一杯はデイケアを欠席することとしたとのこと。
・番沢　雅勝　様～地域活動支援センター｢青明舎｣職員より情報提供がある。17日より37.8℃の発熱があり､鹿内内科を受診。インフルエンザではなく､風邪薬を処方されている。今朝も37.3℃の微熱があるとのことで､デイケアを欠席している。本日も内科受診しインフルエンザ検査を実施することを青明舎職員より勧めているが､｢お金がないから今日は行きたくない｣と話しているとの情報がある。1月22日に鹿内内科を受診予定とのことで､結果について連絡いただく予定。地域活動支援センター｢青明舎｣職員より情報提供がある。17日より37.8℃の発熱があり､鹿内内科を受診。インフルエンザではなく､風邪薬を処方されている。今朝も37.3℃の微熱があるとのことで､デイケアを欠席している。本日も内科受診しインフルエンザ検査を実施することを青明舎職員より勧めているが､｢お金がないから今日は行きたくない｣と話しているとの情報がある。1月22日に鹿内内科を受診予定とのことで､結果について連絡いただく予定。
・中村　与一郎様～今朝より咳､悪寒､関節痛等の症状があるとのことで､バイタル確認。37.7℃の発熱が認められ､内科受診を勧め､本日は欠席していただいている。グループホーム管理人へも情報提供し､管理人同伴して荻生内科を受診。同院でも38℃の発熱が認められたが､インフルエンザ検査は陰性。今後､陽性と判定される可能性もあることから､明日（20日）､同院を再度受診予定とのこと。本日～明日は欠席していただき､体調の変化及び受診結果等について連絡をいただくこととしている。
・田名部　一樹様～本人より欠席の連絡がある。咳､倦怠感､発熱（37℃）等の症状が認められ､本日欠席したいとのこと。内科受診予定とのことで､受診後に結果を教えていただきたいことを伝えている。
・淡路　智恵子様～本日朝､体温36℃台。しかし､13時に再度体温を確認すると37.5℃の発熱が認められ､マスク着用を促しGHへ帰宅していただく。本日も発熱等の症状があれば連絡いただきたいことを伝え､GH管理人へも情報提供を実施。また､インフルエンザに罹患している可能性を考慮して同GHへ入居している利用者に帰宅していただいている。
・青木　紀子　様～本人より､デイケア利用者の根地戸恵様との関係性について相談があり､面談を実施。｢根地戸さんが視界に入るだけで､イライラしてしまう｣｢嫌いだけど､理解してあげなきゃと思って…でも出来なくて､いろいろ考え過ぎて眠れなかった｣等と訴えており､傾聴。受け入れられない状況で､無理に相手のことを理解しようとしても困難であること､気持ちが整理出来るまで､距離を持つことを勧めている。また､根地戸様の利用日である月･金曜日は休んで距離を取りたい気持ちがあると話しており､今後就労を検討しているのであれば､『嫌いな人がいる』という理由だけで休めないこと､苦手な相手と距離を取る練習をしていかなければいけないことを振り返ると､本人も理解している。1月中は､気持ちを整理する為に金曜日のみ欠席し､月曜日は来所して根地戸様と距離を上手に取れるよう練習することを本人と検討。随時面談にて振り返りを実施し､距離の取り方について訓練を行っていく。
・浅坂　政美　様～16日（金）デイケアより帰宅後､37.6℃の発熱が認められ､翌17日､市販薬（解熱剤）を服用。18日（日）には解熱したとのこと。本日は36.2℃で平熱だが､鼻水・咳等の症状が認められており､インフルエンザ罹患の可能性を考慮して本日は帰宅していただいている。本日夜､明日朝も体温等を確認していただき､デイケアに連絡をいただく。

・中村　　茂　様～本人より架電あり、足に力が入らないとの事で欠席したいと話している。スタッフより来所を促すが、頑なに拒否しており、デイナイトケアを欠席している。
・長瀬　紘一郎様～来所時、活気の無さ、表情の冴えなさが見られていた。食道狭窄への詰まりはないとの事で朝食は少量ではあるが、摂取している。口数が少ない様子が見られており、昼食準備のミキサーにかける動作では、普段できていることがうまくできていない。昼食では普段は食器を持たずにスプーンですくって食事をしているが、本日は右手でスプーンを握ることができず、左手で皿を持ち、流し込むように摂取している。食道狭窄への詰まりはなく、全量摂取している。食後12：50血圧177/93mmHg脈拍88回、右手に力が入らず、スタッフの手を握り返す力が弱い。また体が右側に傾いており、歩行もふらつきがある事から、外来へ連絡し、スタッフ付き添いにて急遽青南病院を受診している。

・古川　富蔵 様～先週の発熱後より、頭が締め付けられるような感じが継続しているとの事。痛みや吐き気はないと話されている。体温36.4℃、血圧165/95mmHg、脈拍69回/分となっているが不調ではないと話されている。

＜外来情報＞
· 若松　健一　様～外来受診にて血圧166/100mmHg、自宅での血圧手帳を持参し忘れている。来週、血圧手帳を持ってきていただくこととし、血圧が落ち着いているようなら、外来受診を2週間に1度となるよう検討しているとの事。

＜カンファレンス情報シート＞
カンファレンスシート（東海林　康之様）

実施日：H　27年　1月　19日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：油津　裕子・小林　葉子・會津　慧津

参加者：三浦、油津、松橋、小屋敷、生駒

検討内容　

	氏名
	東海林　康之様
	性別
	男
	年齢
	59
	生年月日
	S30.5.3

	主病名
	躁うつ病
	合併症
	低血圧

	治療方針（医師の指示）
	1基本的生活習慣の習得。2身体機能の維持・向上(運動の習慣化・合併症の悪化予防)3対人関係の改善。4作業能力・持続性の向上。向上。5病識を身につける。

	本人希望
	服薬管理を行い、再発せず、社会復帰を目指す。

	家族希望
	過去の失敗を繰り返さないために、服薬管理や社会復帰訓練をして欲しい。

	入院歴
	計　9　回（最終：　H13年1月　日～H21年8月1日）

	通所歴
	　　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H21年8月17日～現在　　（週5回/　曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護

青明舎　　　　　生活保護受給中

	住居：単身生活（アパート）
	家族構成
大樹（長男）名古屋　　　　　　　　　　　　　

宝樹(次男)

上村(長女)笹子在住

	利用制度
	障害手帳　1級
	年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	仕事をしたい。
	①病状悪化させずに安定した生活を送る。
	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	①服薬を継続して行い、自己調整せず、不調時（気分高揚/多弁さ/浪費/抑うつ）はスタッフや医師に相談する。

	
	②自分の能力などにあった行動を選択できる。
	②本人の能力などを理解できる。
	②能力を把握する為、評価を実施する。施設の体験利用を通して振り返りを行い、自分の得意、不得意を把握する。

	
	③健康な身体でいる。
	③標準体重65.0㎏を目指し（H26.12月末、体重69kg）、1月末までに68kgまで減量する。
	③運動プログラムへ積極的に参加する。自炊する時は、適量作るか、多く作った時は残った分は次の食事に回す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	達成度90％　病識や服薬の必要性については理解できており「自分の病気には薬が必要だから、服薬は絶対にする。」と話されている。
	服薬については理解出来ているが、病状維持の為、服薬管理は必要。計画継続とする。

	②本人の能力などを理解できる。
	・達成度50％　就労支援プログラム参加し、就労の体験利用も行っている。仕事に関しては、前向きで「もっと難しい事も挑戦してみたい。」と意欲的。
体験利用前から落ち着きの無さが見られ、体験利用時にはテンションの高い様子が見られていた。体験利用の回数を重ねていくと、慣れてきた様子があり、落ち着く事ができている。デイケアでは就労の体験利用を始めたことにより、就労以外の事には興味がない様子で、プログラム中は上の空でスタッフの説明を聞いている。
	・体験利用は終了しており、本格的に就労施設を利用する事が決まっている。それにあたり、能力の把握は必要である為、治療計画を一部変更とする。

	③標準体重65.0㎏を目指し（H26.12月末、体重69kg）、1月末までに68kgまで減量する。
	・達成度30％　減量はできていない。就労施設の体験利用の話が出始めてから、エアロビクスや運動療法の参加を拒否している。「エアロビの時間がもったいない。運動は家でもできる。忙しくて時間もないし、趣味のコラージュ、絵を描くことが好き。汗をかいてお風呂に入る時間やその衣類を選択する時間ももったいない。」と話しており、プログラム（特に運動）に拒否が見られている。
・食事（朝・夕）は一緒に住んでいる交際相手と自炊をしている。以前は本人も積極的に自炊を行っていたが、就労の利用体験以降、交際相手に任せることが増えた。
・同棲することにより、自分の時間が少ないと感じており、夜中に起きて趣味などの活動を行っている事もあった様子。
	・運動療法の拒否が見られた際には、理由を振り返る。仕事に向けての体力作りの為等、興味のある就労関係と話をつなげて、運動の促しを行う。
・食事については、自炊を行う機会が減った為、治療計画を一部変更とする。
・1日の流れ（趣味や過ごし方）について、確認をし、本人と振り返りを行う。



【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	仕事をしたい。
	①病状悪化させずに安定した生活を送る。
	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	①服薬を継続して行い、自己調整せず、不調時（気分高揚/多弁さ/浪費/抑うつ）はスタッフや医師に相談する。

	
	②自分の能力などにあった行動を選択できる。
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